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　耳下腺腫瘍におけるGa、Tcシンチグラフィ
ーの有用性
（東京医科大学形成外科）○飯島三佳、
野本猛美、
茂原　健、
渡辺克益
　胸腺原発のma血g皿ant　germ　ee皿tumorを
光顕および電顕的検索を行ったので報告
する。　患者は25才の男子，労作時呼吸
困難，顔面浮腫を訴え，胸部X線並びに
CT・sca皿．で右上中肺野に異常陰影を伴う
右前縦隔部腫瘍を認めた。血中腫瘍マー
カーではAFP，　NSE，　testosteronが高値であ
った。針生検組織診断を行った結果
，atypieal　seminomaとされた。抗癌剤及び
放射線治療により，腫瘍の縮小を認めた
ため，腫瘍を含めて胸腺摘出術を行なっ
た。病理組織学的には広範な壊死巣に混
じてherring　bone　appearaneeのadult　type
fibrosarcomatous，　Grade　2　ehondrosarcoma
及びtubUlar　formationを示す上皮様組織
を含むmaligna皿t　germ　eell　tumorが認めら
れた。免疫組織化学的所見ではvimentin，
NSEは　adult　type　fibrosarcomatousや
ehondrosareomaの部分に陽性であったが
tubUlar　formatio皿を示す上皮成分では陰
性であった。CA・125，　EMAは上皮成分に
陽性であった。電顕的観察ではribosome
を持つ粗面小胞体の発達した紡錘形細
胞，tonofilamentの豊富な細胞質を有する
上皮様細胞や、グリコーゲン穎粒を含み
特徴的な核膜、核小体をもつ楕円形の
seminoma様細胞が混在している所見が
見られた。このseminoma様細胞の一部
が他の腫瘍細胞にtransform中と考えら
れる所見も観察された。
【目的】耳下腺腫瘍の術前診断に際してはその悪
性度の評価が最も切実な重要課題で、術前の様々
な補助診断法が開発され試みられている。このう
ちシンチグラフィーは主にGaとTcが古くより行
われてきたが、その診断的価値に関しては議論の
多いところである。今回我々はこれらシンチグラ
フィーの有用性に関して検討を行ったので文献的
考察を加え報告する。
【対象および方法】平成3年10月より平成9年9
月までの過去6年間に治療を行った耳下腺腫瘍の
うち術前にGaおよびTcシンチグラフィーを併用
した51例を対象とした。腫瘍の病理診断は良性が
43例、悪性が8例であった。悪性腫瘍は8例のう
ち、5例がlow　grade　malignancyであった。　Tc
シンチでは、レモン経口負荷によるwash　out　me－
thodも併用した。　Gaシンチで集積がみられ、か
つTcシンチにて欠損のみられるものを悪性、そ
れ以外を良性とし、Ga、　Tcシンチ併用による術前
診断の感度、特異度、正診率を調べた。
【結果】ワルチン腫瘍では7例全例がGaシンチ
で正常、Tcシンチで集積が見られた。またレモン
経口負荷による排泄も全例不良であった。Ga、Tc
シンチ併用による術前診断では感度75．　0％、特異
度90，7％、正診率88．　2％であった。
【結語】Tcシンチはワルチン腫瘍の診断に非常に
有用であり、さらにwash　out　methodを併用する
ことでその診断的価値は高まるものと考えられた。
一方、Ga、　Tcシンチ併用による術前診断の正診
率、特異度は高い結果が得られた。これらの結果
から、シシチは耳下腺腫瘍の良性、悪性の術前診
断に有用であると考えられた。
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